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テーマ 9：ブータンの経済人の幸福：理想と現実は同じなのか？

内 容：ブータン幸福度調査の結果をもとに、共創する。

＜教科書・指定図書： 教員作成のレジュメ・資料による＞

Ｄ Ａ Ｙ 4

（09/04）

エバの誕

生

10～12講

ブータン：

無関心が

もたらす

束縛（貧

困）への

暗黒の旅

テーマ 10：ブータンの経済人から：「幸せはどこに？」 満足の中に？ それとも愛の中に？

＜一昨夜はクリスマスイブでしたね。いつアダムは生まれたか？＞

内 容：「満足」する意味を考え、幸せとなるか否かという判断基準を明確にする。

（参考） 「満足」する＝精神的に満たされ、物質的に足りていること（仮説）。

テーマ 11：満足する生き方と「足るを知る」生き方：どちらの道を選ぶか

内 容： 満足する生き方の対極にある「足るを知る」生き方を明らかにする。

「足るを知る」生き方を実践すれば、愛欲から解放される？ 愛と愛欲の違い。

自分を犠牲にしても愛したい「何か」を持っていますか？ 自己愛の対極にある愛。

例えば、鶴のために自分の快適さ（欲望）を犠牲にしてもよいと考えるブータン人のように。

テーマ 12：「自己満足すれば、幸福になれるのか？

自己満足すると、無関心となるのはなぜ？

（参考）日本：生きづらい、無関心な人間が増えているのか？ 「海外」に向き合っているか？

アフガニスタンを支援する日本人医師の挑戦：「飢え渇きは薬では治せない」

「ＯＤＡ（政府開発援助）」に無関心な日本人。海外人材育成に税金を支払うことは意味があるのか？

「日本」は海外で受け入れられているのか？品質重視の日本的経営の事例。批判される

過労死、ストレスというワーキングライフ。過酷なＩＴ産業のワーキングライフの実態に迫る。

「インドでは、この仕事についている限り、結婚はできない」という悲鳴の声。

＜教科書・指定図書： 教員作成のレジュメ・ 資料による＞

Ｄ Ａ Ｙ 5

（09/05）

帰還

川はなぜ

リッチ？

13～15講

インド・ブ

ータンか

らの帰国

「心の貧

しさ」（束

縛）と

自我から

の解放の

旅

テーマ 13：インド・ブータンからの帰還：貧しき経済人が人生に求めてきたもの：自由・富・満足する生き

方：その行きつくところとは、無関心と束縛。では、貧しき経済人は、何を求めて生きればよいの

だろうか？ 「病者の祈り」にみる祝福された貧しき経済人にそのヒントがあるのでは。

内 容：経済人は何を求めて生きているのか？ 経済人は、ほんとうの自由、ほんとうの豊かさに出会え

るのだろうか？ 科学的アプローチと宗教的アプローチを問う： 真理はどこにあるのか？

真理は体験して知るものでは？

テーマ 14：「カイゼン」と 「ジュガード」を実践する（経済人ではなく）共創人を目指して

内 容： 心貧しき者経済人にとってのよき知らせ。共創空間に秘められた宝を明らかにし、共有化する。

テーマ 15：貧しき経済人をめぐる共創の旅の総括：

内 容：急成長するインド・幸福の国ブータンから、どんなメッセージを得たのか？

「共創」の視点から、その人間観、特に貧しき経済人の生き方（way of life, lifestyle）を問題とし、新

たな判断軸（共創マインド）：身についたと思いますか？

自分の生き方にインパクトがあったのか？共創の旅からのプレゼント：１＋１＝９（の宝）

・「貧しき経済人をめぐる共創リポート」作成にあたっての確認。

＜教科書・指定図書： 教員作成のレジュメ・ 資料による＞

試 験: 「共創」リポート（「共創空間」を活用した授業の成果をまとめたもの） 提出期限：2021年9月24日（予定）
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〔科目名〕

金融機関論

〔単位数〕

2単位

〔科目区分〕

専門科目

展開科目

〔担当者〕

國方 明

Kunikata, Akira 

〔オフィス・アワー〕

時間： 第1回の授業で連絡します。

場所： 525号室

〔授業の方法〕

講義

〔科目の概要〕

本科目では、金融機関とその行動を、主にミクロ経済学の理論を使って理解します。但し、時間が限られているの

で、金融機関のうち銀行を重点的に取り上げます。本科目でいう「銀行」は、預金取扱金融機関全般を指します。つま

○ ○り、本科目の「銀行」は、 銀行という名称で営業する株式会社だけでなく、信用金庫や信用組合なども含みます。

本科目は以下の3つのパーツに分かれます：

まず、パート 1では、金融機関の制度的・歴史的側面を紹介します。例えば、日本では金融機関が銀行業、証券業や

保険業などの業態に分かれ、相互参入が厳しく規制されてきました。また銀行業に限定すると、株式会社形態と協同組

織形態の2つに大きく分かれ、前者は更に細かく都市銀行、地方銀行、第二地方銀行と信託銀行などに分かれます。ま

た制度を理解するためには、その制度が形成される過程つまり歴史的背景を学ぶことが有益です。

次に、パート 2 では、ミクロ経済学の理論を応用して、銀行の存在意義、銀行行動、複数銀行が構成するシステムを

議論します。ミクロ経済学の発展に伴い、(a) 1970年代まででは生産者理論の応用が、(b) 1980年代以降では「情報の

経済学」や「不完備契約の理論」の応用が、それぞれ主流となってきました。また(b)は、個別銀行に対する公的介入や

銀行システムに対する公的介入の議論につながっています。

最後に、パート3で、銀行のリスク管理を教えます。

なお、本科目は確かにミクロ経済学と深く関わります。しかし、本科目はマクロ経済学とも無関係ではありません。例

えば、世界金融危機以降、銀行システムの安定性がマクロ経済学における一大論点になっています。また本科目で取

り上げる銀行行動の理論や貸出の理論は、金融政策の波及経路を考える際の理論的基礎になります。

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

本科目の内容は、金融経済学の金融機関に関する内容を、より高度にしたものになっています。また、金融経済学や

ファイナンス理論で教えた証券投資の理論を、金融機関に応用します。

〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

金融機関の役割やその行動を、これまで学んできた経済学の知識を使って理解できるようになると期待します。

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

最終目標：

ミクロ経済学の理論を使って、金融機関の役割やその行動を理解できるようになること。研究者向けの文献(例えば

山沖義和・茶野 努 編著、『日本版ビッグバン以後の金融機関経営』、勁草書房、2019 年や植杉威一郎、「銀行-企業間

関係と中小企業の資金調達 ―― ――近年の研究動向 」、『経済研究』(一橋大学経済研究所)、Vol. 70, No. 2, pp. 

146-167 , 2019年4月)を適切に理解できるようになれば、この目標を達成できたと言えるでしょう。

中間目標：

 基礎的な専門用語の意味を、正しく理解できるようになること。

 ミクロ経済学の理論を金融機関へ応用するために、どのような工夫が必要なのかを理解すること。

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

「ハンドアウトが見にくい」という指摘がありました。この指摘を改善するよう、次の2つを改善します。(1)ハンドアウト

の主要フォントを変更します。(2)可能な限り、図表を増やし、図表の配置を変更します。

〔教科書〕

本科目では教科書を使用せず、ハンドアウト(俗に言うプリント)を使って講義を進めます。ハンドアウトは、下記参考

書に基づいて作成されています。

（様式１）
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〔指定図書〕

該当無し。

〔参考書〕

内田浩史、『金融』、有斐閣、2016年(新品を購入可能、本学図書館に所蔵済み)

〔前提科目〕

ミクロ経済学、応用ミクロ経済学、ゲーム論、金融経済学及びファイナンス理論

上記5科目いずれかの単位を修得していない人も、本科目を履修できます。但し、該当科目のシラバスに紹介され

ている書籍の自習を強く勧めます。

〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

次の(ア)～(ウ)の総合評価に基づき、履修者それぞれを評価します。

(ア) 課題研究3回。

(イ) 授業内小テスト1回。択一式です。

(ウ) 試験期間中の試験1回。択一式と記述式の併用です。

〔評価の基準及びスケール〕

〔学修の課題、評価の方法〕に挙げた(ア)～(ウ)の総合評価に基づいて、グレードの仕切りを設定します。

 A：80%以上。B：70%以上、80%未満。C：60%以上、70%未満。D：50%以上、60%未満。F：50%未満。

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

第1回の授業で、評価方法などについて補足説明を行います。できる限り出席してください。
本科目では、金融経済学やファイナンス理論などに基づく、かなり高度な理論を取り上げます。このため、金融経
済学やファイナンス理論の一方または両方を履修しなかった人、あるいはこれら 2科目の一方または両方で D以

下の評価を得た人は相当苦労するでしょう。該当する人は、履修するか否かを十分考えてください。

他の学生の迷惑になる行為(例：私語や、授業にかかわる学生同士の相談)を、原則として禁じます。授業にかかわ
る相談も、周囲の学生にとって受講の妨げになりうることを想像してください。授業中に相談事が生じたら、担当教

員(國方)が受け付けます。

 新型コロナウイルス感染拡大状況などによって、本シラバスに変更がありえます。変更が生じた
ら、授業内で連絡します。

〔実務経歴〕

公認会計士事務所での監査証明業務補助などの実務経験を活かし、ミクロ経済学の理論を使って、銀行など金融

機関の役割やその行動を理解する授業です。

授業スケジュール

(履修者の理解度、新型コロナウイルス感染拡大状況などによって、変更する可能性があります。

もし、変更が生じたら、授業内で連絡します。) 

第1回 テーマ（何を学ぶか）：パート1 ガイダンスと金融機関の役割

内 容： 金融経済学第 13 回で教えた直接金融と間接金融を手掛かりにして、金融機関の役割を復習し

ます。

参考書 第8章～第10章

第2回 テーマ（何を学ぶか）：パート1 金融機関の分類

内 容： わが国金融機関の分類を学びます。

参考書 第8章～第10章

第3回 テーマ（何を学ぶか）：パート1 銀行業と銀行政策の歴史

内 容： わが国銀行業の歴史と、銀行に対する政策の歴史を学びます。

参考書 該当無し。

第4回 テーマ（何を学ぶか）：パート1 銀行の業務

内 容： 銀行の業務を学びます。

参考書 第8章
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第5回 テーマ（何を学ぶか）：パート1 銀行の財務諸表と財務指標

内 容：銀行の財務諸表と、財務指標を学びます。

参考書 第8章

第6回 テーマ（何を学ぶか）：パート2 (a) 銀行行動の理論：確実性下

内 容：ミクロ経済学及び応用ミクロ経済学で学んだ生産者理論を応用して、確実性下における銀行行動

の理論モデルを学びます。

参考書 該当無し。

第7回 テーマ（何を学ぶか）：パート2 (a) 銀行行動の理論：不確実性下

内 容：金融経済学やファイナンス理論で学んだ分散投資の理論を応用して、不確実性下における銀行

行動の理論モデルを学びます。

参考書 該当無し。

第8回 テーマ（何を学ぶか）：パート2 (b) 金融取引の阻害要因

内 容：借り手企業の資金調達手段には、銀行借入以外に、社債発行や新株発行などがあります。しか

し、特に中小企業では、銀行借入が主な資金調達手段になっています。そこで、「銀行借入には、他の

資金調達手段にはない特殊性があるのではないか？」という疑問が浮かびます。第 8 回と第 9 回で

は、この疑問に取り組みます。

第8回では、銀行が仲介しない貸し借り、つまり貸し手と借り手とが直接貸し借りする場合に、資源配

分の非効率性が生じる可能性を学びます。

なお第8回の授業内で、小テスト(択一式)を実施する予定です

参考書 第4章

。

第9回 テーマ（何を学ぶか）：パート2 (b) 銀行による阻害要因軽減

内 容： 第 9 回では、専門業者の銀行が貸出サービスを提供する結果、資源配分の非効率性が軽減さ

れる可能性を議論します。

参考書 第4章

第10回 テーマ（何を学ぶか）：パート2(b) 銀行のガバナンスと銀行への公的介入

内 容：銀行も民間企業の一種です。そこで、銀行(資金の借り手)と、預金者など利害関係者との間で、

逆選択の問題やモラル・ハザードの問題が生じるかもしれません。第 10 回と第 11 回では、銀行や銀

行経営者を規律付けて、これら問題を軽減するための社会的工夫を学びます。

第 10 回では、民間経済主体や公的組織の間で、銀行や銀行経営者を規律付ける際の利点や限界

を比較します。

参考書 第14章

第11回 テーマ（何を学ぶか）：パート2(b) 銀行のガバナンスと銀行への公的介入

内 容： 第11回では、銀行業に対する公的規制のうち、バーゼル合意や国内基準を学びます。

参考書 第14章

第12回 テーマ（何を学ぶか）：パート3 銀行のリスク管理

内 容：第7回～第11回の議論で、リスクが重要な役割を果たしました。リスクやリスク管理は、銀行の

利害関係者にとって一大関心事です。そこで、銀行がどのようなリスクに直面しているかを学んだうえ

で、代表的なリスク管理手法を学びます。

参考書 第8章

第13回 テーマ（何を学ぶか）：課題研究(1)で代替

内 容： 金融機関を中心に、課題研究を行います。

参考書 該当無し。

第14回 テーマ（何を学ぶか）：課題研究(2)で代替

内 容： 金融仲介機関を中心に、課題研究を行います。

参考書 該当無し。

第15回 テーマ（何を学ぶか）：課題研究(3)で代替

内 容： 金融仲介機関を中心に、課題研究を行います。

参考書 該当無し。

試 験 試験期間(12月1日(水)～12月3日(金)、12月6日(月)、12月7日(火))中に、試験を1回実施します。択

一式と記述式の併用です。出題範囲などを授業内で連絡します。
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〔科目名〕

国際金融論

〔単位数〕

2単位

〔科目区分〕

専門科目

〔担当者〕

中條 誠一

Seiichi Nakajo 

〔オフィス・アワー〕

時間：

場所：

〔授業の方法〕

講義

〔科目の概要〕

国際金融の基礎理論を踏まえて、実際に国際金融の業務がどのように行われているかという基本的な実務と現代の世

界経済が直面している現実の問題を理解するための授業である。したがって、講義は国際金融の理論、実務、現実問題

の3部構成から成っているが、いずれも初学者でも理解できるような分かりやすいものとする。

特に、他の国際金融論の授業と異なるのは、最先端の国際金融の実務を取り上げ、平易にその仕組を解説することに

よって、受講者が実際に活用できるような「現実に役立つ国際金融論」となっている点である。

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

現代の世界経済は、グローバル金融資本主義などと呼ばれるように、物やサービスの取引に必要な額を上回る資金

がうごめき、たびたび国際金融における混乱が危機を発生させている。その影響は、われわれの日常生活にも及んで

おり、国際金融の重要性が高まっている。

そうした中では、グローバルな世界を舞台にした国際金融取引の原理や実態、それがもたらす混乱や危機を把握す

ることが、国際人を目指す学生はもとより、国内ビジネスに従事する場合にも、一般常識として不可欠となっている。グロ

ーバル社会を生き抜くうえで必要不可欠な知識として、この講義を活用して欲しい。

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

（１） 国際金融の基礎理論全般を理解すること

（2） 理論と現実の相違を明確に理解することによって、実際のビジネスにおいて、国際金融の理論をどのように活用す

れば収益を得られるかを理解すること

（3） 現実に発生している国際金融問題について、理論を踏まえた理解ができること

具体的には、国際金融の理論、実務、現実問題のそれぞれに関する新聞や雑誌などの記事をスムーズに理解でき

るようにすること。

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

一昨年度の授業評価で、講義が聞き取りにくかったとの声が聞かれた。そこで、昨年度は受講生に私語を慎むように

注意を促すとともに、大きく明瞭な発声を心掛けた。その結果、もともと平易な講義内容のものが聞き取りやすくなり、分

かりやすいとの評価を得たので、今年度も継続したい。

〔教科書〕

中條誠一 『新版・現代の国際金融を学ぶ』 勁草書房

〔指定図書〕

レポート提出課題本：中條誠一 『ドル・人民元・リブラーー通貨でわかる世界経済』 新潮新書

〔参考書〕

藤田・上川 『現代の国際金融論』 有斐閣

〔前提科目〕

（様式１）
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〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

基本的には、期末テスト（ 100点満点）によって評価する。
ただし、授業は双方向方式を取り入れて行うため、適切な質問や回答に対しては加点する。

さらに、授業参加および貢献点、レポートの点数を加点する。

加点部分の配点は、授業の開始時に提示する。

なお、履修者が少ない場合には、期末テストを行わず、レポートなどで評価することもあり得る。

〔評価の基準及びスケール〕

メインとなる期末テストは、授業中に対象となる複数のテーマを指摘し、かつそのテーマについてのポイントを明確に

講義する。計算問題については、授業中にも、簡単な例題を出して、練習してもらうようにしたい。

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

ともすれば、国際金融論は理論と実務や現実が乖離しており、分かり難いとか、実際に役立たないという声を多く聞く。

その溝を埋め、実際に日常生活で使うことができ、役立つ国際金融論の講義にしたい。

そのために、たえず理論を実務や現実問題と関連付けながら講義をするので、受講生は新聞、雑誌、ＴＶなどを通じ

て、国際金融に関わる動きをウオッチし、問題意識を持つように心がけてもらいたい。

〔実務経歴〕

総合商社での国際的な金融業務の経験を活かし、為替レート予想、国際資金調達や運用の仕方などを授業に取り入

れたい。

授業スケジュール

第1回 テーマ（何を学ぶか）：国際収支の仕組み

内 容： 国際的にどんな取引がなされているのかを国際収支表から見てみる

教科書・指定図書 ：指定の教科書、関連資料を配布

第2回 テーマ（何を学ぶか）：為替レートの国際収支調整機能

内 容：為替レートによって、どうすれば国際収支は調整できるのか、現実にはどうかを見てみる

教科書・指定図書：指定の教科書

第3回 テーマ（何を学ぶか）：国民経済と国際収支

内 容：経済全体から国際収支を見るＩ－Ｓバランス論とその現実的意義を考える

教科書・指定図書：指定の教科書

第4回 テーマ（何を学ぶか）：購買力平価説

内 容：伝統的な為替レート決定理論とその現実的意義を見てみる

教科書・指定図書：指定の教科書

第5回 テーマ（何を学ぶか）：アセット・アプローチ理論

内 容：新しい為替レート決定理論とそれによって為替レートをどう予測すればよいかを考える

教科書・指定図書：指定の教科書

第6回 テーマ（何を学ぶか）：金利平価説と金利裁定取引

内 容：金利平価の成立メカニズムと現実に利益を得るための方法を理解する

教科書・指定図書：指定の教科書
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第7回 テーマ（何を学ぶか）：国際金融市場とその機能

内 容：国際金融市場の概要とその機能について考える

教科書・指定図書：指定の教科書

第8回 テーマ（何を学ぶか）：先物取引

内 容：デリバティブ取引のひとつである先物取引の仕組を知り、どのように使えばよいかを考える

教科書・指定図書：指定の教科書

第9回 テーマ（何を学ぶか）：通貨オプション

内 容：デリバティブ取引のひとつである通貨オプションの仕組と使用の仕方を考える

教科書・指定図書：指定の教科書

第10回 テーマ（何を学ぶか）：通貨スワップ

内 容：デリバティブ取引のひとつである通貨スワップの仕組と使用方法を考える

教科書・指定図書：指定の教科書

第1１回 テーマ（何を学ぶか）：アジア通貨危機と世界金融危機とその対応

内 容：アジア通貨危機と世界金融危機の原因とそれを踏まえた対応について見てみる

教科書・指定図書：指定の教科書

第12回 テーマ（何を学ぶか）：通貨統合とユーロ危機

内 容：通貨を統合するとはどういうことかとユーロ危機の原因と対応について見てみる

教科書・指定図書：指定の教科書、配布資料

第13回 テーマ（何を学ぶか）：アジアの通貨システムと人民元の国際化

内 容：アジアにおける通貨統合や人民元圏誕生の可能性について見てみる

教科書・指定図書：指定の教科書

第14回 テーマ（何を学ぶか）：お金（通貨）とは何か

内 容：今、新しい通貨として、デジタル通貨が注目されている。国際金融にも大きな影響を与えると思われ

るデジタル通貨を理解するために、そもそも「通貨」とは何かを考えてみる

教科書・指定図書：配布資料

第15回 テーマ（何を学ぶか）：「未来の通貨」（デジタル通貨）はどうなるか

内 容：未来の新しい通貨はどのようになるのかを考えてみる

教科書・指定図書：配布資料

試験
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〔科目名〕

公共政策論

〔単位数〕

2単位

〔科目区分〕

選択

〔担当者〕

木立 力

〔オフィス・アワー〕

時間：開講時に案内

場所：研究室

〔授業の方法〕

〔科目の概要〕

経済成長モデルを用いて、中長期的な観点から，人口高齢化と経済の関連について考察する．

また，その枠組みでの経済政策について考察する

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

2年次で学んだマクロ経済学でとりあげられた短期モデルと経済変動論でとりあげられた長期モデルとの比較を行う。

この講義では，少子高齢化のもとでの経済政策を，経済成長モデルの観点から考察し，短期モデルによる経済政策との

違いを明らかにする．

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

最終目標は，日本の少子高齢化社会でのマクロ経済政策のあり方について，現実の経済政策との違いを批判的に考察

すること．

中間目標は，第1に，経済成長モデルをよく理解すること．第2に少子高齢化問題への経済成長モデルの適用について

考察すること．

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

昨年のこの講義のアンケートでは，日本の経済政策との関連について説明したことが好評価を得ていた。本年も経済成

長のモデル分析と現実の日本の経済政策との関連を解説したい。出席点も成績評価に大きく影響する。

〔教科書〕

なし

（様式１）
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〔指定図書〕

なし

〔参考書〕

マンキュー『マクロ経済学Ⅰ』『マクロ経済学Ⅱ』必要箇所は配布する。

〔前提科目〕

マクロ経済学を前提とする。経済変動論を履修済みであることが望ましい

〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

モデル分析に関する数回のレポート提出を求める．

成績評価は主に期末試験の結果によるが、何度か出席をとり、出席点との合計によって決める。

〔評価の基準及びスケール〕

80点以上A，

70点以上80点未満B，

60点以上70点未満C，

50点以上60点未満D，

50点未満F 

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

理論モデルによる分析と現実との対応を考えるようになってほしい。

〔実務経歴〕

なし

授業スケジュール

第1回 テーマ（何を学ぶか）： 短期マクロモデルの復習

内 容： 短期のマクロモデルの復習

参考書：マンキュー、マクロ経済学Ⅰ

第2回 テーマ（何を学ぶか）：ソローモデルの復習

内 容：

参考書：マンキュー、マクロ経済学Ⅱ

第3回 テーマ（何を学ぶか）：短期モデルと長期モデルの前提の比較

内 容：

作成資料

第4回 テーマ（何を学ぶか）：ソローモデルにおける貯蓄率の変化と財政赤字

内 容：

参考書・マンキュー、マクロ経済学Ⅱ
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第5回 テーマ（何を学ぶか）：ソローモデルにおける人口成長率と少子化問題

内 容：

参考書：マンキュー、マクロ経済学Ⅱ

第6回 テーマ（何を学ぶか）：ケインズの消費関数とライフサイクル貯蓄仮説

内容：

参考書：マンキュー、マクロ経済学Ⅱ

第7回 テーマ（何を学ぶか）：ケインズの消費関数と恒常所得仮説

内容：

参考書：マンキュー、マクロ経済学Ⅱ

第8回 テーマ（何を学ぶか）：サムエルソンの消費貸借モデル

内容：

作成資料

第9回 テーマ（何を学ぶか）：重複世代モデル

内容：

作成資料

第10回 テーマ（何を学ぶか）：人口ボーナスと人口オーナス

内 容：

作成資料

第11回 テーマ（何を学ぶか）：少子化と移行世代

内 容：

作成資料

第12回 テーマ（何を学ぶか）：重複世代モデルにおける公的年金

内 容：

作成資料

第13回 テーマ（何を学ぶか）： 全体の復習

作成資料

第14回 テーマ（何を学ぶか）： 全体の復習

内 容：

教科書・第7章

第15回 テーマ（何を学ぶか）：全体の復習

内 容：

作成資料

試 験 12回目までの内容について試験を行う
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〔科目名〕

経済特殊講義Ⅲ

〔単位数〕

2 単位

〔科目区分〕

専門科目

選択

〔担当者〕

堤 静 子
TSUTSUMI Shizuko

〔オフィス・アワー〕

時間：質問は講義で配付するコメントシートで。

場所： －

〔授業の方法〕

講義

〔科目の概要〕

近年、「地域づくり」や「地域活性化」といったフレーズをよく耳にするようになり、地域経済、地域産業に対す

る興味・関心は高まりをみせているが、地方の人口減少の影響もあり、地域経済を支えてきた産業も低迷してい

ることも事実であり、様々な課題を抱えながらも、新たな産業振興策や地域産業の創出に関する取り組みが進

められている。

そこで、本講義では、地域と産業の関わりを捉え、地域を支えている産業の現状を把握し、地域資源を活用

した新たな取り組み事例を紹介し、地域資源を活かした地域力向上策や地域産業振興に向けた地域ブランド

の確立等、地域住民や自治体の政策について学ぶ。また、新たな地域産業として、地域住民が主体となりビジ

ネスの手法で地域課題を解決するコミュニティビジネスも育ってきており、まちづくりも含めた様々な取り組みに

ついても考察する。

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

地域産業を通じて地域の特性、市場を知り、地域資源の活用事例や地域産業活性化、振興のための事業

活動等について具体的に学ぶことで、地域社会のあり方を考え、自分たちが暮らす地域の課題解決の方策策

定や、新たな価値創出に向けた取組に関する思考力を高めることができる。

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

・地域産業の現状と地域と課題を理解し、自分なりの課題解決策をイメージできる。

・地域産業を通じて地域資源の活用手法や地域産業振興のための具体的方策について修得する。

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

初年度の講義のため評価はまだないが、わかりやすい授業を心がける。

〔教科書〕

毎回の講義でレジュメを配付する。

〔指定図書〕

なし。

〔参考書〕

講義内で適宜紹介する。

〔前提科目〕

特になし。

〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

出席状況、講義内に実施する小テスト、定期試験により総合的に評価する。

〔評価の基準及びスケール〕

評価 ： 得点比率

Ａ ：  80％～ 100％

Ｂ ：  70％～ 80％未満

Ｃ ：  60％～ 70％未満

Ｄ ：  50％～ 60％未満

Ｆ ：  50％未満

（ 様 式
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〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

青森県はもちろんのこと、学生の皆さんそれぞれの生まれ育った地域など、様々な地域への興味・関心、理

解を広げ深めてほしい。また、次の授業へ活かすために、毎回コメントシートを配付し、授業の理解度の確認を

行う。

〔実務経歴〕

市場調査・マーケティングリサーチ会社経営の実務経験や地域活性化に資するような地域活動に取り組

んでいる経験を活かし、最新の各種データや実際に活動した地域事例等を紹介するなどして、興味・関心を

持って、地域産業を通じて地域の理解を深めてもらえるように努める。

授業スケジュール

第 1回 テーマ（何を学ぶか）： イントロダクション・産業とは

内 容： 授業の進め方や学修内容、評価方法などについてのイントロダクション。

産業とは何か？経済の基本問題について

講義配付レジュメ

第 2 回 テーマ（何を学ぶか）： 地域とは

内 容： 地域とは何か？地域を学ぶ意義について

講義配付レジュメ

第 3 回 テーマ（何を学ぶか）： 地域産業政策の変遷

内 容： これまでの地域における産業政策の変遷について

講義配付レジュメ

第 4 回 テーマ（何を学ぶか）： 地域の産業構造

内 容： 人口と産業構造の変化について

講義配付レジュメ

第 5 回 テーマ（何を学ぶか）： ①産業の現状と課題

内 容： 農業・林業について

講義配付レジュメ

第 6 回 テーマ（何を学ぶか）： ②産業の現状と課題

内 容： 水産業について

講義配付レジュメ

第 7 回 テーマ（何を学ぶか）： ③産業の現状と課題

内 容： 製造業について

講義配付レジュメ

第 8 回 テーマ（何を学ぶか）： ④産業の現状と課題

内 容： 交通・運輸について

講義配付レジュメ

第 9 回 テーマ（何を学ぶか）： ⑤産業の現状と課題

内 容： 観光業について

講義配付レジュメ

第 10 回 テーマ（何を学ぶか）： ⑥産業の現状と課題

内 容： その他各種産業について

講義配付レジュメ
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第 11 回 テーマ（何を学ぶか）： 地域資源を活用 ①した事業事例

内 容： ものづくりの観点から地域産業を考察する。

講義配付レジュメ

第 12 回 テーマ（何を学ぶか）： ②地域資源を活用した事業事例

内 容： まちづくりの観点から地域産業を考察する。

講義配付レジュメ

第 13 回 テーマ（何を学ぶか）： ①地域産業モデル

内 容： 海外地域モデル

講義配付レジュメ

第 14 回 テーマ（何を学ぶか）： ②地域産業モデル

内 容： 国内地域モデル

講義配付レジュメ

第 15 回 テーマ（何を学ぶか）： 地域資源の付加価値力

内 容： 地域産業振興に向けた地域ブランドの確立

講義配付レジュメ

試 験 期末試験を実施する。
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〔科目名〕

行政法務論

〔単位数〕

4単位

〔科目区分〕

地域みらい学科

展開科目

〔担当者〕

髙橋 基樹

TAKAHASHI, Motoki 

〔オフィス・アワー〕

時間：（髙橋）開講時に指示する。

場所：（髙橋）617研究室

〔授業の方法〕

講義形式中心

〔科目の概要〕

（ 髙橋）

日本国憲法が定める行政機関を含めた公的権力機関である統治機構（立法府である国会・行政府である内閣・司法

府である裁判所）について学び、その意義やあり方について検討する。そのうえで、こうした公的権力機関に対す

る私たち個々 人の人権・権利保障のあり方、さらに行政と私たちとの関係性について捉える。

（富澤）

いまだ収束の兆しの見えない新型コロナ感染症拡大により、企業も我々の生活にも大きな影響がでています。昨年の４

月７日の緊急事態宣言から、本日（７月１１日現在）８１万９，６６８人と感染者数も１５倍以上に増えていることに改めて驚き

ます。法律は、感染症法、保健所の設置に関わる地域保健法、国民生活緊急措置法、災害対策法、そして、国家緊急権

と憲法など、関係しております。

このように、わたしたちの日常生活の暮らしは法律や県や市町村が定める条例や、そして憲法により保護されている反

面、規制もうけています。その法律は不変ではなく、時代や社会の変化とともに改正され進展しています。また、条例・法

律の解釈も判例により、時代とともに変わってきています。

条例、法律、さらに判例を中心として、制度の概要・意義や法令（例規）の構造や条文の構成、法令用語などについて概

説します。法的視点からの具体的な条例の政策の形成過程なども具体的な自治体政策をとおして概説します。

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

（ 髙橋）

本科目では、日本国憲法に規定された公的権力機関である統治機構（立法府・行政府・司法府）に注目して講義し、

その合理的かつ合憲的なあり方について考察する予定である。この考察は、公的権力機関との関係の中で生活する、

私たち個々 人の権利保障のあり方について検討することにも繋がる。すなわち、自身の享有する人権・権利の意味

およびその保障のあり方について知ることにも結びつく。

（富澤）

私たちが暮らしていく中で、いろいろな場面で、法律がかかわってきます。より豊かな社会生活をおくるため、少しでもよ

り多くの法律や判例などを学ぶ必要があります。地方分権により、自治体は「自己決定」「自己責任」の時代となっていま

す。地域の特性、実情を最もよく知る市町村が様々な行政課題を「自己決定」「自己責任」のもと、住民ニーズに沿って、

住民と職員が価値観を共有しながら、協働し解決していくことが求められております。そのためにも、将来に向けて創意

工夫をして、個性豊かな地域社会を形成するため、判例などを通して、法的課題をクリアーしていかなければならないと

考えます。

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

（ 髙橋）

第一に、「 日本国憲法が定める統治機構の存在意義について学び、理解することを中間目標とし、最終的には、そうし

た統治機構との関係から自身の人権・権利保障のあり方に対して自覚的に考察できる能力を習得すること が最終目標

である。

（富澤）

「石を投げれば行政法にあたる」と言われるように、日常生活の中で行政法がどのように結びついているか、法律や具体

事例のなかから考えることによって、条文を覚えるのではなく、法律のしくみや基本的な考え方を学ぶことが目標です。

行政法は行政をめぐる仕組み、手続を網羅した法律の総称であります。行政法の基本的なことを学び、日常、報道され

ている事件なども、より理解することができると考えます。さらに、学生のみなさんが、法的課題を個々に考える機会がで

きることが目標であります。

（様式１）
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〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

（髙橋）

髙橋担当回については、統治機構に関する理論的な観点から講義を行う予定である。そのため、抽象的な論点につい

ては、より具体的な説明を行うよう心掛ける。受講者の内容理解度については、授業内で意見を聞くことやコメント・ペー

パー等の提出により把握し、適切な講義の進行に努める。なお、昨年度実施の授業評価アンケート結果から、概ね履修

者の講義内容に対する理解を得られたことが把握できた。ただし、配布資料が分かりにくいとの指摘もあったことから、今

年度はより、本科目の講義内容に履修者の理解を促すことができるように、講義内容およびその説明方法についてはさ

らに工夫を心がける。加えて、講義中の教員の声量の大きさにも気を付け、適切な環境で講義を受講できるように整える

ことを試みる。また公務員志望の学生が履修されることが予想されるため、公務員試験との関係からの講義や公務員に

求められる法的な権利・義務についても講義し、理解を促すことができるように心がける。

（富澤）

法律用語はよく「難しい」と言われますが、私自身もそう思っていました。基本的な考え方を実際の判例や実例をあげ、

その具体的な争点となった内容を説明することにより、誰でもが、わかりやすく入っていけるようにします。さらに、最新の

新聞・ニュースなどの素材も逐次取り上げ、より興味深く理解しやすいように工夫します。

〔教科書〕

（髙橋）特に教科書指定を行わない。

（富澤）テキストや文献等はその都度紹介します

〔指定図書〕

（ 髙橋）講義中に紹介する。

（ 富澤）テキストや文献等はその都度紹介します

〔参考書〕

（髙橋）

六法（種類は特に問わない。たとえば『ポケット六法 平成31年版』（ 有斐閣、2018年）や『法学六法’19』（ 信
山社、2018年） など）
大津浩・大藤紀子・高佐智美・長谷川憲『新憲法四重奏 第二版』（ 有信堂、2017年）
斎藤一久・堀口悟郎『図録日本国憲法』（弘文堂、2018年）
晴山一穂ほか『欧米諸国の「公務員の政治活動の自由」その比較法的研究』（ 日本評論社、2011年）
など。上記以外は講義中に紹介する。

（富澤）

六法（種類は特に問わない）

『自治体政策と訴訟法務』（学陽書房・共著） 『地方公共団体の契約』（ぎょうせい）

『逐条解説 行政手続法』（ぎょうせい） 『わかりやすい公職選挙法』（ぎょうせい)             

『法制執務詳解』（ぎょうせい） 『自治体改革 第8巻』(ぎょうせい・共著)               

『保育問題の本質を問う』(都市問題2017年2月号共著)     

『ビーコンオーソリティー』(イマジン出版・共著)  など

〔前提科目〕

な し

〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

（ 髙橋）

通常授業時における受講生の理解度（復習問題の正答率等）や積極的な出席態度および定期試験またはレポートの

結果を総合的に評価する。詳細は、開講時に説明する。

（富澤）

授業における理解度や出席態度も含め、受講態度及び授業中に行なう小テストなどにより、総合的に評価します。

〔評価の基準及びスケール〕

（髙橋）

上記、科目の到達目標を達成しているかについて、授業の出席状況や積極的な参加度に加えて、期末に実施する定期

試験またはレポートの提出に基づき、総合的な成績評価を行う。
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（富澤）

上記、科目の到達目標を達成しているか、授業の出席態度や積極的な参加・質疑応答など考慮して、授業中行なう小テ

ストを踏まえ、総合的な成績評価を行います。

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

（髙橋）

本科目では、統治機構に関する講義だけではなく、日本の「公務員制度」における法律上の問題点についても講義する

予定であることから、公務員志望の受講者の積極的な授業参加を望む。なお、授業内容については、授業の進捗を勘案

して適宜調整することがある。加えて、受講者の習熟度によっては、授業内容を変更することもある。

（富澤）

今、時代は「法律に強く、そして法律を使えること」が求められています。法律は用語も難しく理解しにくいといわれるま

すが、興味を持って、将来のまちづくりや政策に活かしてもらいたい。そして、学生の皆さんには、将来があります、行政

法の基本を学び、自らの考えをもっていただけたらと考えます。

〔実務経歴〕

（髙橋）該 当 な し

(富澤) 固定資産評価訴訟事件・条例等審査委員・文書統括責任者・再開発用地買収補償・行政契約担当課長

公有財産管理委員・普通財産損害賠償事件・パチンコ店出店阻止条例違法訴訟事件 など

授業スケジュール

第1回

（髙橋）

テーマ（何を学ぶか）憲法と統治機構（立法府・行政府・司法府と三権分立の関係）

内 容：憲法が定める統治機構の意義について、人権保障との関係から学ぶ。そのうえで、日本国憲法に

規定された統治機構の内容についても確認する。

教科書・指定図書 授業内でレジュメを配布予定。

また、本シラバスに基づいたガイダンスを行う予定のため、本シラバスを必ず持参

のこと。

第2回

（髙橋）

テーマ（何を学ぶか）：日本国憲法史（大日本帝国憲法と日本国憲法）と統治機構

内 容：現在の日本国憲法における特徴とそこで規定された統治機構の意義を理解するため、まず大日本

帝国憲法が定めた統治機構との比較からそれを学ぶ。

教科書・指定図書 授業内でレジュメを配布予定

第3回

（髙橋）

テーマ（何を学ぶか）：日本国憲法に定められた「国民主権」

内 容：日本国憲法が保障する基本原理の1つである「国民主権」の意味について解説する。

教科書・指定図書 授業内でレジュメを配布予定

第4回

（髙橋）

テーマ（何を学ぶか）：参政権の保障と日本の選挙制度

内 容：日本国憲法が定める統治機構と「国民主権」の行使との関係から、主権者として国民が政治に参加

する参政権の保障の意味と、現代日本における選挙制度の概要について解説する。

教科書・指定図書 授業内でレジュメを配布予定

第5回

（髙橋）

テーマ（何を学ぶか）：国会議員の拘束と一票の格差問題

内 容：国民から選出された代表者である国会議員の役割について確認する。また日本の選挙制度の問題

としての「一票の格差」について考える。

教科書・指定図書 授業内でレジュメを配布予定

第6回

（髙橋）

①テーマ（何を学ぶか）：立法権と行政権の関係 （立法権を有する国会の権能）

内 容：立法府である国会がなぜ規範であり、強制力・矯正力を有する「法律」を制定できるのかについて

学ぶ。

教科書・指定図書 授業内でレジュメを配布予定

第7回

（髙橋）

②テーマ（何を学ぶか）：立法権と行政権の関係 （行政権を有する内閣・首相の地位）

内 容：行政府である内閣の役割について学び、行政権限としての規則を制定する命令制定権のあり方に

ついて考える。

教科書・指定図書 授業内でレジュメを配布予定
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第8回

（髙橋）

テーマ（何を学ぶか）：立法と条例との関係（国会と地方議会）

内 容：国会が定める立法と地方公共団体が定める条例との差異について捉える。そのうえで、法律と条例

との関係性について把握する。

教科書・指定図書 授業内でレジュメを配布予定

第9回

（髙橋）

テーマ（何を学ぶか）：地方自治の法制度

内 容：日本国憲法が定める地方自治の法制度の意味について学ぶ。そのうえで、地域活性化と地方自治

との関係について考える。

教科書・指定図書 授業内でレジュメを配布予定

第10回

（髙橋）

①テーマ（何を学ぶか）：裁判所の役割 （裁判を受ける権利と司法権の意味・範囲）

内 容：司法府としての裁判所について、日本国憲法が定める裁判制度の意義から学び、裁判を受ける権

利の保障の意義について考える。

教科書・指定図書 授業内でレジュメを配布予定

第11回

（髙橋）

②テーマ（何を学ぶか）：裁判所の役割 （法律上の争訟と憲法訴訟）

内 容： 日本国憲法の基本原理の 1 つである「基本的人権の尊重」のために作用する裁判所の役割につ

いて考察する。そのうえで、日本の裁判所の判断できる事項についても捉える。

教科書・指定図書 授業内でレジュメを配布予定

第12回

（髙橋）

③テーマ（何を学ぶか）：裁判所の役割 （裁判員制度）

内 容： 一般市民が裁判に関わることができる司法システムとしての裁判員制度について解説する。そのう

えで、望ましい司法制度とはどうあるべきかについて考察する。

教科書・指定図書 授業内でレジュメを配布予定

第13回

（髙橋）

テーマ（何を学ぶか）： ①人権の享有主体に関する法制度 （人権が保障される主体について）

内 容：個々人が有するべき人権の保障内容およびその対象について考える。

教科書・指定図書 授業内でレジュメを配布予定

第14回

（髙橋）

テーマ（何を学ぶか）： ②人権の享有主体に関する法制度 （特別権力関係論・権利性質説）

内 容： 日本国憲法上、特別な人権制限がなされる法理論について把握し、その妥当性について検討す

る。

教科書・指定図書 授業内でレジュメを配布予定

第15回

（髙橋）

テーマ（何を学ぶか）： ③人権の享有主体に関する法制度 （公務員の自由と人権保障の在り方）

内 容：日本における「公務員」という存在に対する一般的な制約論理の意義について考え、「公務員」

という存在に対する人権保障のあり方について考える。

教科書・指定図書 授業内でレジュメを配布予定

第16回

  (富澤) 

テーマ（何を学ぶか）： 身近な行政法と行政法の概念

内 容： 法律による行政の原理、行政行為・行政活動、公法と私法

教科書・指定図書 授業内でレジュメを配布

第17回

(富澤) 

テーマ（何を学ぶか）： 権力関係と非権力関係

内 容： 「行政上の強制執行、行政代執行、即時強制、行政指導

教科書・指定図書： 授業内でレジュメを配布

第18回

(富澤) 

テーマ（何を学ぶか）： 行政手続法

内 容： 行政手続法の意義と内容

教科書・指定図書： 授業内でレジュメを配布

第19回

(富澤) 

テーマ（何を学ぶか）： 行政上の不服申立

内 容： 行政不服審査法の意義と存在理由、種類と要件、不服審査手続

教科書・指定図書： 授業内でレジュメを配布

第20回

  (富澤) 

テーマ（何を学ぶか）： 行政事件訴訟法

内 容： 行政事件訴訟法、概要と種類、要件、取消訴訟

教科書・指定図書： 授業内でレジュメを配布
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第21回

  (富澤) 

テーマ（何を学ぶか）： 行政救済・損失補償

内 容： 行政救済制度 ・ 国家賠償法の仕組み、補償訴訟

教科書・指定図書： 授業内でレジュメを配布

第22回

  (富澤) 

テーマ（何を学ぶか）： 地方自治法

内 容： 地方公共団体の執行機関、地方議会の関係、議会の運営

教科書・指定図書： 授業内でレジュメを配布

第23回

  (富澤) 

テーマ（何を学ぶか）： 地方財政・歳入と歳出予算

内 容： 収入・租税の役割、単年度予算と債務負担

教科書・指定図書： 授業内でレジュメを配布

第24回

  (富澤) 

テーマ（何を学ぶか）： 少子高齢化・行政の課題

内 容： 人口減少・消滅する自治体、保育園入所問題、高齢化社会到来

教科書・指定図書： 授業内でレジュメを配布

第25回

  (富澤) 

テーマ（何を学ぶか）： 行政立法

内 容： 意義と種類、法律と条例、政策法務論

教科書・指定図書： 授業内でレジュメを配布

第26回

  (富澤) 

テーマ（何を学ぶか）： 情報公開条例と情報公開法

内 容： 情報公開の意義、成立過程

教科書・指定図書： 授業内でレジュメを配布

第27回

  (富澤) 

テーマ（何を学ぶか）： 個人情報保護条例と個人情報保護法

内 容： 個人情報保護の意義、課題

教科書・指定図書： 授業内でレジュメを配布

第28回

  (富澤) 

テーマ（何を学ぶか）： 公の施設と施設管理

内 容： 公の施設の種類、管理責任

教科書・指定図書： 授業内でレジュメを配布

第29回

  (富澤) 

テーマ（何を学ぶか）： 行政計画と行政契約

内 容： 意義・機能、公契約、私契約、民法と地方自治法

教科書・指定図書： 授業内でレジュメを配布

第30回

  (富澤) 

テーマ（何を学ぶか）： 国際社会での法律と先進的な自治体条例

内 容： 新たな法律の動き、条例の制定と判例、国法を動かした事件

教科書・指定図書： 授業内でレジュメを配布

試 験 （髙橋）

定期試験またはレポートの提出（受講者数等との関係から、開講時に定期試験またはレポートどちらに基づ

いて本授業の主な成績評価を行うかを決定する。この詳細については、開講時に説明する。）

（富澤）

授業中に小テストを行ないます
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〔科目名〕

地域と産業政策

〔単位数〕

2単位

〔科目区分〕

選択

〔担当者〕

安田公治

〔オフィス・アワー〕

時間：別途告知する

場所：1212

〔授業の方法〕

講義

〔科目の概要〕

本科目では地域における産業政策に対して、青森県と他地域の産業構造を比較したうえで、どのような政策が望ましい

かについて学びます。講義の前半では特に地域とは何かを改めて理解し、地域における雇用・通勤圏、商圏がどのよう

に分布しているか、都市の集積が起こることによるメリットとデメリットなどについて学びます。また独占企業の行動などに

ついてもミクロ経済学の知識にも触れながら説明を行い、独占や寡占を考えるうえで企業が市場に与える影響力をどの

ように測るかについても説明します。後半では産業連関表の見方を知り、それをもとに地域の基盤産業が何であるかの

見分け方も学びます。

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

地域における雇用・通勤圏、商圏などの実際に経済活動が行われる範囲は必ずしも、都道府県、市町村などの自治体

の行政区画と一致しません。経済活動が行われる圏域と行政区画の違いを無視して産業政策がなされると、実態と合っ

ていない誤った政策となってしまう可能性があります。地域の産業政策を考えるうえでは、このような地域や都市の構造

を把握することが重要となります。本科目では地域や都市の構造の違いを知り、適切な産業政策は何かを学びます。ま

た地域の発展にはお金を稼げる産業である基盤産業の育成が大事になりますが、何が基盤産業となるかの判断基準の

１つとして産業連関表を用います。特に後半では産業連関表から基盤産業を判断できるように講義を行います。

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

中間目標：地域や都市の空間的な構造を理解する。

最終目標：異なる地域の構造に対して、適切な産業や政策を判断できるようにする。

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

「一方通行であったので途中で理解しているかの確認をしてほしい。」という指摘について。今後特に途中で質問等を行

い、双方向の授業を心がけます。

〔教科書〕

指定しない

〔指定図書〕

指定しない

〔参考書〕

講義内で必要に応じて紹介

〔前提科目〕

特になし

〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

中間試験（配点30％）

期末試験（配点70％）

・出席状況

講義のうち 5回欠席したものは、レポート・試験の点数にかかわらずF評価とします。

（様式１）
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〔評価の基準及びスケール〕

 A:80%以上

 B:70~79% 

 C:60~69% 

 D:50~59% 

 F:50%未満

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

地域経済や地域の産業を理解するうえでは1地域のみに目を向けていては十分な理解を得られません。講義では青森

県や青森市の事例も扱いますが、東北だけではなく全国の様々な地域や都市の構造に目を向けて、地域や産業間の

つながりを理解するように心がけてください。

また講義内でランダムに質問をしますので、自分自身で考えて回答することを意識してください。

〔実務経歴〕

該当なし

授業スケジュール

第1回 テーマ（何を学ぶか）： 地域とは何か

内 容： 地域区分、都市圏・商圏

教科書・指定図書

第2回 テーマ（何を学ぶか）：都市化の概念とプロセス

内 容：都市の形成、人口変動

教科書・指定図書

第3回 テーマ（何を学ぶか）：都市集積の経済

内 容：都市集積のメリット、デメリット

教科書・指定図書

第4回 テーマ（何を学ぶか）：都市内部の土地利用

内 容： 都市内部の企業、オフィス、住宅の立地がどのように決まるか。付け値地代理論。

教科書・指定図書

第5回 テーマ（何を学ぶか）：都市計画

内 容：少子高齢化、都市計画マスタープラン、コンパクトシティ、移住促進政策

教科書・指定図書

第6回 テーマ（何を学ぶか）：私的独占(1)  

内 容：自然独占、私的独占、市場支配力

教科書・指定図書

第7回 テーマ（何を学ぶか）：私的独占(2) 

内 容：代替財、市場画定

教科書・指定図書

第8回 中間試験

80



第9回 テーマ（何を学ぶか）：規制緩和と交通政策

内 容：規制緩和・民営化、公共交通

教科書・指定図書

第10回 テーマ（何を学ぶか）：農業とICT化

内 容： 地域の農業政策、既存産業へのICTの活用

教科書・指定図書

第11回 テーマ（何を学ぶか）：垂直的統合と6次産業化

内 容：垂直的統合、農業の6次産業化、マーケティング

教科書・指定図書

第12回 テーマ（何を学ぶか）：21世紀以降の産業政策

内 容：産業クラスター政策、官民連携

教科書・指定図書

第13回 テーマ（何を学ぶか）：まちの経済の成り立ち

内 容：中間財・最終財、地域経済の循環と漏れ

教科書・指定図書

第14回 テーマ（何を学ぶか）：まちの経済の見方

内 容：基盤産業の見極め、特化係数、産業連関表の作成

教科書・指定図書

第15回 テーマ（何を学ぶか）：まちの構造改革

内 容：実際の産業連関表を見て地域の問題を理解する。地

教科書・指定図書

試 験 筆記試験（配点70%、講義資料・自筆ノートのみ持ち込み可）
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〔 科目名〕

事業創造論

〔単位数〕

2単位

〔科目区分〕

〔 担当者〕

生田泰亮 IKUTA Yasuaki
〔 オフィス・ アワー〕

時間:後ほど指示します。

場所: 1305 研究室(大学院棟) 

〔 授業の方法〕

講義

〔科目の概要〕

事業創造論では、これまで学んできた経営経済学の知識、理論をもとに「事業を立ち上げ、継続させ、成果を得る」

までのプロセスについて、以下の２点を踏まえながら、ケーススタディを中心に講義を行う。

（ １） 事業創造の基礎理論

「事業を立ち上げる」と言っても、容易なことではない。企業内での新規事業であれ、０からの起業であれ、事業

① ② ③を立ち上げるというフェーズにおいては、 事業領域の設定、 新技術から製品化・アイディアのサービス化、

資金調達といった要点を同時に達成していかなければならない。具体的には、企業内での事業発掘、社内起業、コ

ーポレート・ ベンチャーキャピタル、クラウドファウンディングなどを学ぶ。

（ ２） 企業における事業創造

事業が軌道に乗り、製品やサービスの市場投入のフェーズに移行していくには、製品化に向けたプロダクト・イノ

ベーションと生産性向上のためのプロセス・イノベーションの視点が重要となってくる。加えて「 イノベーション

のジレンマ」「 キャズム」が示すように、超えなければならない「市場における壁や障害」がある。よって、事業

をイノベーションとマーケティングの視点から考える。

基本的には、以下のような流れで講義を進行する。

① 事前に予習課題に取り組む（教科書の予習範囲、事前の配布資料の熟読など） 。

② 講義内での教員からの説明、受講者とのディスカッションを通じて学習内容についての理解を深める。

③ 各回の講義内容をもとに、新たな課題が出され、自身で調査、分析し、課題レポートとして提出する。

〔「 授業科目群」・ 他の科目との関連付け〕・〔 なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

本講義は、経営経済学における様々 な議論、概念、理論を基本としつつ「事業」にフォーカスして講義を進める。

事業の概念を軸として、これまで学んできたことを再確認しながら、問い直すことで、これまでの学びをより深め

ることを期待したい。

〔 科目の到達目標（最終目標・中間目標） 〕

・ ビジネスを企画、構想するための基礎的な知識を身につける。

・ イノベーションとマーケティングの視点から事業を分析することができる。

・ これまでの様々 な会社の事業、製品、サービスがどのように生み出され、認知され、普及したのか、その要点を

分析し、まとめることができる。

〔 学生の「 授業評価」に基づくコメント・ 改善・工夫〕

学生の理解度を常に考慮しながら講義を進めていくことを心がけます。質疑等は遠慮なくどうぞ。

〔 教科書〕

小林敏男『事業創成 イノベーション戦略の彼岸』 有斐閣、2014年。（ 春学期「経営革新論」教科書）

他、講義資料を配布する予定。

〔 指定図書〕

なし

〔 参考書〕

島田直樹『事業創造 理論と実践』 WAVE出版、2018年。

〔 前提科目〕

「 地域企業論Ⅰ、Ⅱ」および「経営革新論」 を受講し、単位取得していること。

（様式
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〔 学修の課題、評価の方法〕 （ テスト、レポート等）

講義時のディスカッション（ 予習、事前の課題などへの取り組みを含めて）・ ・ ・ 30％

課題レポート（ 複数回実施する） ・ ・ ・ 70％

〔 評価の基準及びスケール〕

80%以上 A     79 −70% 69−60% 59−50% B     C      D     49%以下 F

〔 教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

３年秋の開講科目です。これまでの学習のまとめと応用という位置付けで講義を考えています。講義は事前の予習

を前提とし、ディスカッションを中心に行います。予習内容をもとに学んだ内容を再確認するために、あるいは、

自身の理解、閃きやアイディアを「 他者に対して発言する」ことで、思考力や表現力を鍛えて欲しいと思っていま

す。積極的な姿勢、旺盛な学習意欲を期待します。

〔 実務経歴〕

該当なし

授業スケジュール

第1回 テーマ（ 何を学ぶか） ： イントロダクション

内 容： ※講義の進め方、概要について説明（ シラバス持参のこと） 。

教科書・ 指定図書

第2回 テーマ（ 何を学ぶか）： 企業における事業創造（ １）

内 容： 事業創造とは何か？

教科書・ 指定図書

第3回 テーマ（ 何を学ぶか） ： 企業における事業創造（ ２）

内 容： 新技術、新規事業をいかにして生むか？

教科書・ 指定図書

第4回 テーマ（ 何を学ぶか） ： 企業における事業創造（ ３）

内 容： 新規事業への突破口

教科書・ 指定図書

第5回 テーマ（ 何を学ぶか） ： 事業創造の基礎理論（ ４）

内 容： 新製品をいかに普及させるか？

教科書・ 指定図書

第6回 テーマ（ 何を学ぶか） ： 事業創造の基礎理論（ ５）

内 容： 事業と戦略的提携、３Cから４Cへ

教科書・ 指定図書

第7回 テーマ（ 何を学ぶか） ： 企業における事業創造（ １）

内 ①容： ケーススタディ フランチャイズ・ ビジネスの成長

教科書・ 指定図書

第8回 テーマ（ 何を学ぶか） ： 企業における事業創造（ ２）

内 容： ②ケーススタディ 世界ブランドへの成長

教科書・ 指定図書

第9回 テーマ（ 何を学ぶか） ： 企業における事業創造（ ３）

内 容： 事業構築と事業成長

教科書・ 指定図書
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第10回 テーマ（ 何を学ぶか） ： 企業における事業創造（ ４）

内 容： ケーススタディ③ 半導体産業

教科書・ 指定図書

第11回 テーマ（ 何を学ぶか） ： 企業における事業創造（ ５）

内 ④容： ケーススタディ 半導体と関連産業

教科書・ 指定図書

第12回 テーマ（ 何を学ぶか） ： 企業における事業創造（ ６）

内 容： 最先端技術の動向と産業構造の転換

教科書・ 指定図書

試 験 ※試験は実施しない。ただし、この期間に課題レポートの提出を課す予定。

第13回 テーマ（ 何を学ぶか） ： 事例研究（ ケース・ スタディ） （ １）

内 ⑤容： ケーススタディ 地方から全国、世界へ進出

教科書・ 指定図書

第14回 テーマ（ 何を学ぶか） ： 事例研究（ ケース・ スタディ） （ ２）

内 ⑥容： ケーススタディ 地方から全国、世界へ

教科書・ 指定図書

第15回 テーマ（ 何を学ぶか） ： 事例研究（ ケース・ スタディ） （ ３）

内 容： 講義全体のまとめ

教科書・ 指定図書
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〔科目名〕

環境ビジネス論

〔単位数〕

2単位

〔科目区分〕

専門科目

〔担当者〕

吉 田 肇

Hajime YOSHIDA 

〔オフィス・アワー〕

時間：非常勤のため，オフィス・アワーがとれません

場所：授業中にご質問いただくか，授業時間外はメ

ールでも随時受付します。

〔授業の方法〕

① 講義

〔科目の概要〕

・ 環境問題は時代とともに変化し，20世紀後半のローカルな「公害」は克服され，21世紀に向けてグローバルな「地球環

境問題」が重要視されるようになり，現在はSDGs（持続可能な開発目標）が人類の共通課題となっている。

・ 本科目では，このような「環境問題」の経緯と本質を学ぶとともに，企業の環境経営戦略への対応と SDGｓの取組のた

めの多種多様な「環境ビジネス」の動向について学ぶ。

・ 毎回の授業には，学ぶべきテーマが定められている。授業はテーマに沿って，スライドや動画を織り交ぜながら進行

する。

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ，学ぶ必要があるか・学んだことが，何に結びつくか〕

・ 地球環境問題の解決など SDGs（持続可能な開発目標）の取り組み，持続可能な循環型社会の構築が，人間社会の生

存のため避けて通れない課題であり，本科目ではそのような環境問題解決に当たっての基礎的素養が醸成される。

・ グローバルな環境問題からミクロな環境問題，あるいは企業人としての環境問題から一般市民としての環境問題という

多様な環境観を学び，多岐にわたる環境対策技術や環境問題解決策を学び，よりよい人間社会の構築に貢献できる。

・ 本科目を学ぶことにより，社会経済環境の潮流を把握するとともに，環境経済学的なものの見方や考え方，新しいビジ

ネスモデルづくりの着眼点を習得できる。

・環境と経済の両立について『環境経済学』を，環境経営の手法として『環境経営論』を履修することで理解が深まる。

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

・中間目標

環境問題の本質とそれを解決するための対策方法について学び，環境ビジネスがどのように展開してきたかを理解

することを目標とする。

・最終目標

環境ビジネス市場の動向について学び，新たに期待される関連技術や今後必要とされる方向性について学び，将来

の経済環境と調和した地域社会づくりについて，自分の思いを述べることができることを目標とする。

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

・ 日程調整を図り，バランスよく開講する日程とします。

・ 「教員の話は聞き取りやすくなかった」，「時間配分がうまくできていないときがあった」等のコメントがありました。授業

の理解を助ける動画を交えたり，講義内容をコンパクトにするなど，メリハリのある内容にします。また，マイクを用いる，

休憩時間の確保など，授業の進め方についてもさらに心がけてまいります。

・本科目では，理解度を確認するための中間試験（小テスト）の実施や，授業後に質問・意見等を聴講カード（リアクション

ペーパー）にご記入いただき解説を加えるなど，学生諸君とフィードバックやコミュニケーションを図るようにします。

〔教科書〕

な し（毎回配付する講義資料，スライド等をベースとします）

〔指定図書〕

な し

〔参考書〕

・ 山守 麻衣（著）

『図解入門 最新環境ビジネスの動向とカラクリがよ～くわかる本』（秀和システム，2016年）

（ 様式１）
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・金原 達夫 (著) 

『環境経営入門 ― ―理論と実践  [改訂版] 』（創生社，2017年）

・村上 芽(著) 

『図解ＳＤＧｓ入門』（日経ＢＰＭ（ 日本経済新聞出版本部） ，2021年）

〔前提科目〕

な し

〔学修の課題，評価の方法〕（テスト，レポート等）

・内容などの詳細は，授業の開始時に担当教員から提示する。

・授業内容の中での重要事項は，口頭や板書で強調するのでよく注意して授業に臨むこと。

・毎回配付する「聴講カード」（リアクションペーパー）に学修内容に関する質問や意見などを具体的に記入し提出するこ

と。また，寄せられた質問や意見は，翌回以降の講義の中でも実際に取り上げ，受講者全体にフィードバックする。

・授業の理解度や目標の到達度を確認するため，中間試験（小テスト）を1回，期末試験を１回実施する。

〔評価の基準及びスケール〕

①・評価のスケールは， 中間試験（小テスト）及び期末試験により，理解度及び到達度を評価する（70％）。レポート課題

②を評価に加える場合がある， 「授業内活動」「授業への参加」について評価する（30％）。この際，毎回配付する「聴講

カード」（リアクションペーパー）に記入することにより，授業のふり返りを行い，評価の判断材料の１つとする。

・「評価の基準」（到達度）は，以下の通りとする。

A 80点以上，B 70点以上80点未満，C 60点以上70点未満 ，D 50点以上60点未満，F 50点未満

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

・環境ビジネスは新しい分野でもあるが，「経済と環境の両立」や SDGs（持続可能な開発目標）はこれから人類が生存す

るためには避けて通れないテーマであり，意欲を持って取組んでほしい。

・したがって，欠席や遅刻，授業中にスマホ閲覧・私語・居眠りが多い場合には，学習意欲がないものと解釈される。

・日頃から身近な地域経済の動きを観察する，新聞やテレビ番組（例：NHK ①総合 木曜19:30pm～，『所さん！大変です

よ』），関連ウェブサイトなどから情報を得るなど，アンテナを高くして関心や知識を深めておくこと。

- 環境省「環境経済情報ポータルサイト」     http://www.env.go.jp/policy/keizai_portal/index.html 

- 朝日新聞Webサイト「環境・エネルギー」    http://www.asahi.com/eco/?iref=comtop_gnavi 

- 青森県環境パートナーシップセンター      http://www.eco-aomori.jp/ 

〔実務経歴〕

該当なし。

授業スケジュール

第1回 テーマ（何を学ぶか）：いま，なぜ環境ビジネスか？

内 容：本科目で何を学ぶか，その内容やねらいについて概観し，環境問題を市場メカニズムの中に取り

入れた企業や市場からのアプローチに重点をおいた環境ビジネスの果たす役割について学ぶ

教科書・指定図書：担当教員作成のレジュメ・資料による

第2回 テーマ（何を学ぶか）：日本の20世紀，高度経済成長と公害の克服

内 容：高度経済成長を遂げたわが国は「四大公害病」を克服し，大量生産・大量消費・大量廃棄型の社会

経済となったが，「典型7公害」の概要と動向を整理し，環境ビジネス萌芽の背景について学ぶ

教科書・指定図書：担当教員作成のレジュメ・資料による

第3回 テーマ（何を学ぶか）：グローバル化する環境問題

内 容：これまでの地球と人類がたどってきた道のりと，人類が直面する９つの地球環境問題について学ぶ

教科書・指定図書：担当教員作成のレジュメ・資料による
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第4回 テーマ（何を学ぶか）：環境問題の進展と環境ビジネス

内 容：公害と環境問題の発生の経緯と，環境の産業化，環境ビジネスの登場について学ぶ

教科書・指定図書：担当教員作成のレジュメ・資料による

第5回 テーマ（何を学ぶか）：環境問題と経済との関係とは

内 容：環境経済学的なアプローチから，持続可能な社会を実現するための環境と経済を両立する様々な

手法について学ぶ

教科書・指定図書：担当教員作成のレジュメ・資料による

第6回 テーマ（何を学ぶか）：環境経営戦略と環境ビジネス

内 容：産業の環境化，企業の環境経営戦略，SDGs（持続可能な開発目標）への対応からみた環境ビジネ

スの展開について学ぶ

教科書・指定図書：担当教員作成のレジュメ・資料による記入することで

第7回 テーマ（何を学ぶか）：環境ビジネスの全体像

内 容：中間試験（小テスト，範囲：講義第１～６回）を実施し，その解説を行う。また，環境ビジネスの市場分

野や，環境ビジネスの一般的な分類と広がりについて学ぶ。

教科書・指定図書：担当教員作成のレジュメ・資料による

第8回 テーマ（何を学ぶか）：廃棄物処理･リサイクル･循環型環境ビジネス

内 容：循環型社会形成に向けた廃棄物処理･リサイクル･循環型資源活用等の環境ビジネスについて学ぶ

教科書・指定図書：担当教員作成のレジュメ・資料による

第9回 テーマ（何を学ぶか）：省エネルギーと環境ビジネス

内 容：わが国のエネルギーフローの中で省エネルギーの位置づけを確認したうえで，LED 照明，燃料電

池・水素ビジネス，蓄電池など省エネルギー･有効利用等の関連技術の環境ビジネスについて学ぶ

教科書・指定図書：担当教員作成のレジュメ・資料による

第10回 テーマ（何を学ぶか）：再生可能エネルギーと環境ビジネス

内 容：太陽光，風力，バイオマスなど再生可能エネルギー等の環境ビジネスについて学ぶ

教科書・指定図書：担当教員作成のレジュメ・資料による

第11回 テーマ（何を学ぶか）：環境配慮型製品，ソフト・サービス系環境ビジネス

内 容：エコプロダクツ，エコデザイン，エコカーなどの環境配慮型製品，グリーン・サービサイジング，カー

ボン・オフセット，ESCO 事業などのソフト・サービス系の環境ビジネスについて学ぶ

教科書・指定図書：担当教員作成のレジュメ・資料による

第12回 テーマ（何を学ぶか）：地域資源活用型環境ビジネス

内 容：自然エネルギー，６次産業化，グリーン・ツーリズムなど地域資源を有効活用した環境ビジネスにつ

いて学ぶ

教科書・指定図書：担当教員作成のレジュメ・資料による

第13回 テーマ（何を学ぶか）：東北地方における環境ビジネスの可能性

内 容：東北地方の環境ビジネスの動向と企業事例について学ぶ

教科書・指定図書：担当教員作成のレジュメ・資料による

第14回 テーマ（何を学ぶか）：青森県における環境ビジネスの可能性

内 容：青森県の地域特性や産業特性とそれを活用した社会問題解決型の環境ビジネスの可能性につい

て学ぶ

教科書・指定図書：担当教員作成のレジュメ・資料による

第15回 テーマ（何を学ぶか）：環境ビジネスの課題と将来展望

内 容：日本の環境ビジネスの最新動向と今後の展望等について学ぶ。

教科書・指定図書：担当教員作成のレジュメ・資料による

試 験 期末試験（第1～15回の講義内容を範囲とした筆記試験）
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〔科目名〕

地域みらい特殊講義Ⅲ

〔単位数〕

2単位

〔科目区分〕

専門科目（展開科目）

〔担当者〕

竹 内 紀 人

Ｔａｋｅｕｃｈｉ Ｎｏｒｉｔｏ

〔オフィス・アワー〕

時間： 非常勤講師につき、授業終了後など、随時

場所： 対応します。

〔授業の方法〕

講 義

〔科目の概要〕

地域金融の仕組み全般に関する基礎知識を学んだ上で、これからの地域金融について考える科目です。

地元銀行出身で銀行系シンクタンク及びコンサルタント会社の役員を経験した講師が具体的事例を交え、解説しま

す。地域のお金の流れをつかさどる「地域金融機関」の本質的な役割を、地域振興の視点から皆さんに考えてもらうため

の特殊講義です。

前中盤の10回で、今の地域金融機関の姿を知識として習得します。終盤の5回は、指定の書籍を題材に、これからの

地域金融についてディスカッションします。

本科目は、金融理論の講座ではなく、単なる地域金融業務の解説講座でもありません。地域経済との関連性に焦点を

当て、地域金融の重要性や課題を自身の頭で考える科目です。

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

本科目は地域経済、金融、会計など、他のさまざまな科目と関連します。

しかし、これまで何を学んできたか、現在、どれだけの専門知識を持っているかは問いません。

地域経済の活性化を目指していくためには、地域の中小企業や住民と最も近い距離で「お金」を扱っている地域金融

機関の特性や課題を考えることが非常に重要です。

将来、行政分野や地元民間企業などで｢地域のため｣に活躍したいと考えるすべての学生に、金融実務の経験者だか

らこそ伝えられることがあります。その点が本特殊講義の最大の特長です。

なお、地元金融機関の統合計画など、ホットなニュースがある中で、金融分野への就職を検討している学生には、業

界研究の一助にもなります。キャリア科目的な要素での受講動機も歓迎します。

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

地域金融システム全般に関する基礎知識を身につけること。(中間目標) 

地域経済活性化の視点を持ちながら、地域金融について意見を述べられるようになること。(最終目標) 

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

地域金融を取り巻く環境は、これまでにないほど、急激に変化を遂げています。

毎年、講義内容についてはマイナーチェンジを施し、また時事的な話題も極力取り上げながら講義をしてきました。

基本的にこれまでの講義内容は高評価を得てきましたが、今学期は、現状の環境変化に対応するため、大幅な内容

の組み換えを実施しました。具体的には、知識習得の講義をコンパクトにブラッシュアップし、終盤の「これからを考える」

時間を充実させました。

難解な専門用語がどうしても出てくる分野なので、わかりやすさと親しみやすさを旨とし、意欲的に予習復習に取り組

めるよう、受講人数に合わせた柔軟な講義スタイルで進めていきます。自ら学ぶ要素を昨年度以上に強めていくつもり

です。

〔教科書〕

『捨てられる銀行4 消えた銀行員 地域金融変革運動体』 橋本卓典 講談社現代新書（2020.9）

ＩＳＢＮ 978-4-06-520145-9 

〔指定図書〕

な し

（ 様式１）
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〔参考書〕

『地銀の次世代ビジネスモデル』 編著 大和総研 日経ＢＰ（2020.5）

ＩＳＢＮ 978-4-8222-8989-8 

〔前提科目〕

ありません。

〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

授業内プレゼンテーション30％、ディスカッション 20％

期末試験（記述式）50％の割合で評価します。

授業への取り組み姿勢が特に優れていると認められる場合は加点対象とします。

〔評価の基準及びスケール〕

評価スケールは大学のスタンダードを基準とします。

総合的な学修に、出席は重要です。欠席が3分の1を超える場合は単位認定の対象外とします。

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

毎年、10数名くらいの比較的小規模なクラスとなるため、一人ひとりの顔が見える中での講義となります。就職先として

金融機関に興味がなくても、世の中でお金が動く仕組みを少しでも知ってもらえれば、非常勤講師としてうれしいことで

す。

いずれにせよ、毎回の講義の積み重ねで理解し、考えさせる組み立てをしているため、極力欠席をしないよう心がけ

て欲しいと思います。

〔実務経歴〕

銀行業ならびに銀行周辺業務での実務経験を生かし、地域金融の仕組み全般を学び、考えさせる授業です。

授業スケジュール

第1回 テーマ（ 何を学ぶか）： ガイダンス、地域金融概説

内 容： 金融の本来的な役割

教科書・ 指定図書 ： 教員作成資料

第2回 テーマ（ 何を学ぶか）： 近年における地域金融機関のビジネスを知る1
内 容： ディスクロージャー誌を読む

教科書・ 指定図書 ： 教員作成資料

第3回 テーマ（ 何を学ぶか）： 地域金融機関のビジネスを知る2
内 容： 地方銀行の具体的な業務１（ 資産運用系業務）

教科書・ 指定図書 ： 教員作成資料

第4回 テーマ（ 何を学ぶか）： 地域金融機関のビジネスを知る3
内 容： 地方銀行の具体的な業務２（ 融資系業務）

教科書・ 指定図書 ： 教員作成資料

第5回 テーマ（ 何を学ぶか）： 金融機関の種類と役割1
内 容： さまざまな金融機関 (業態の違いと役割) 

教科書・ 指定図書 ： 教員作成資料
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第6回 テーマ（何を学ぶか）： 金融機関の種類と役割2 

内 容： ゆうちょ銀行、政策金融機関

教科書・指定図書 ： 教員作成資料

第7回 テーマ（ 何を学ぶか）： 地域金融機関のビジネスモデル1
内 容： 収益の仕組み～金融財務の基礎

教科書・ 指定図書 ： 教員作成資料

第8回 テーマ（何を学ぶか）： 地域金融機関のビジネスモデル2 

内 容： 地方銀行の決算はどのように変化しているのか

教科書・指定図書 ： 教員作成資料

第9回 テーマ（ 何を学ぶか）： 金融システムの安定性（ 自己資本比率・ 格付け）

内 容： 安心できる金融機関とは？

教科書・ 指定図書 ： 教員作成資料

第10回 テーマ（ 何を学ぶか）： 金融環境の変化

内 容： 地域経済の変化ほか

教科書・ 指定図書 ： 教員作成資料

第11回 テーマ（何を学ぶか）： 新常態の金融1 

内 容： 金融庁の変化

教科書・ 指定図書 ：『 捨てられる銀行4 消えた銀行員 地域金融変革運動体』 ＆教員作成資料

第12回 テーマ（何を学ぶか）： 新常態の金融2 

内 容： 地銀再編はどこへ向かう

教科書・ 指定図書 ：『 捨てられる銀行4 消えた銀行員 地域金融変革運動体』 ＆教員作成資料

第13回 テーマ（何を学ぶか）： 新常態の金融3 

内 容： …金融機関は地方創生にどう関わるべきか 地域商社

教科書・ 指定図書 ：『 捨てられる銀行4 消えた銀行員 地域金融変革運動体』 ＆教員作成資料

第14回 テーマ（何を学ぶか）： 感染する知性

内 容： 産学金連携

教科書・ 指定図書 ：『 捨てられる銀行4 消えた銀行員 地域金融変革運動体』 ＆教員作成資料

第15回 テーマ（何を学ぶか）： ネットワーク集合知

内 容： 集合知を活かす

教科書・ 指定図書 ：『 捨てられる銀行4 消えた銀行員 地域金融変革運動体』 ＆教員作成資料

試 験 記述式の期末試験を実施します。
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〔科目名〕

フィールドリサーチⅢ

〔単位数〕

2単位

〔科目区分〕

選択必修

〔担当者〕

足達、飯田、生田、遠藤、

香取（薫）、佐々木、安田

〔オフィス・アワー〕

時間： オリエンテーション時に紹介する

場所： 各演習指定の教室

〔授業の方法〕

〔科目の概要〕

本講座は、「 知の挑戦Ⅱ」と結びつき、その演習を基礎にして自らの問題を発見するために、「 知の挑戦Ⅱ」 の

指導教授との連携・協力によって、フィールドを通した調査研究を促し、学生自らの問題発見に広がりを持たせる

ものである。つまり、各ゼミ演習と連動しつつ、フィールド演習主体の授業が行われる。また、企業や行政、ＮＰＯなど

におけるインターンシップ的な要素を併せ持つ。

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

少人数演習を重視した地域みらい学科の特徴は、1 年生から始まるフィールドワークであり、実体験を重視し、個性を

磨き、自分で掲げた課題に向け、自らの経験を通じて知を取得するというものである。そのため、1 年次の必修では、自

己の探究、自分知の探究、科学への探究といった演習科目が設定されている。2 年次の知の挑戦Ⅰを経て、３年次にお

いては、知の挑戦Ⅱが設定され、少人数演習科目が設置されている。本科目は、この知の挑戦Ⅱと関連して設定されて

いる。また、インターンシップ的な要素も導入しており、各指導教官の考えに沿って内容が構成される。

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

最終目標： フィールドワークを通して醸成された問題意識を、専門的な考え方あるいは様々な知見から整理し、より深く

考える態度を身につける。

中間目標： “ ”フィールドワークを通して、好奇心と なぜ の思考を発酵させ、周りの世界に目を凝らし、問題意識を高め、

研究へのモチベーションを高める。

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

〔教科書〕

オリエンテーション及び演習時に各担当指導教官の専門分野に基づいて紹介する。

〔指定図書〕

オリエンテーション及び演習時に各担当指導教官の専門分野に基づいて紹介する。

〔参考書〕

オリエンテーション及び演習時に各担当指導教官の専門分野に基づいて紹介する。

〔前提科目〕

な し

〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

オリエンテーション時に各担当指導教官から説明する。

〔評価の基準及びスケール〕

オリエンテーション時に各担当指導教官から説明する。

（ 様式１）
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〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

本講座は、「 知の挑戦Ⅱ」 の指導教授との連携・ 協力によって、フィールドを通した調査研究を促し、学生自ら

の問題発見に広がりを持たせるものである。フィールドワークに関心があり、真摯な態度で科目履修ができること

が求められる。

フィールドワークは、各指導教官の方法に委ねられるが、基本的には、他の授業と重ならない時間帯を活用する

ため、土日、祝日などにまとめて実施することが基本となる。基本的な履修スケジュールは以下のようなものであ

る。しかし、これはあくまでも標準であり、各指導教官の下で、具体的なスケジュールが決定されるものとする。

全体で4日間が標準である。1回（ 1日） 目は、1．5時間×4時限分＝6時間（ オリエンテーション含む）、2回

目1.5時間×3時限＝4.5時間、3回目1.5時間×4時限＝6時限、4回目1．5時間×4時限分＝6時間（ 最終報告

含む） を目安とする。ただし、まとめて実施することによって 1 日当たりの時間が代わり、回数（ 日数） も変わ

りうるものである。

〔実務経歴〕

授業スケジュール（以下は、標準的なスケジュールであり、具体的には各教官毎に異なる）

第1回 テーマ（何を学ぶか）： フィールドワークが目指すもの、内容の提示

内 容： オリエンテーション

教科書・指定図書

第2回 テーマ（何を学ぶか）：フィールドワークの準備

内 容：フィールドワーク （１） ① 学生のニーズ、フィールドワークに関する情報収集

教科書・指定図書

第3回 テーマ（何を学ぶか）：フィールドワークの実践

内 容：フィールドワーク （１） ②

教科書・指定図書

第4回 テーマ（何を学ぶか）：フィールドワークの実践

内 容：フィールドワーク （１） ③

教科書・指定図書

第5回 テーマ（何を学ぶか）：フィールドワークの実践

内 容：フィールドワーク （２） ①

教科書・指定図書

第6回 テーマ（何を学ぶか）：フィールドワークの実践

内 容：フィールドワーク （２） ②

教科書・指定図書

第7回 テーマ（何を学ぶか）：フィールドワークの実践

内 容：フィールドワーク （２） ③

教科書・指定図書

第8回 テーマ（何を学ぶか）：フィールドワークの実践

内 容：フィールドワーク （３） ①

教科書・指定図書

第9回 テーマ（何を学ぶか）：フィールドワークの実践

内 容：フィールドワーク （３） ②

教科書・指定図書
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第10回 テーマ（何を学ぶか）：フィールドワークの実践

内 容：フィールドワーク （３） ③

教科書・指定図書

第11回 テーマ（何を学ぶか）：フィールドワークの実践

内 容：フィールドワーク （３） ④

教科書・指定図書

第12回 テーマ（何を学ぶか）：フィールドワークの実践

内 容：フィールドワーク （４） ①

教科書・指定図書

第13回 テーマ（何を学ぶか）：フィールドワークの実践

内 容：フィールドワーク （４） ②

教科書・指定図書

第14回 テーマ（何を学ぶか）：フィールドワークの実践

内 容：：フィールドワーク （４） ③

教科書・指定図書

第15回 テーマ（何を学ぶか）：

内 容：最終報告、まとめ

教科書・指定図書

試 験
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〔 科目名〕

地域企業論Ⅱ

〔 単位数〕

2単位

〔 科目区分〕

〔 担当者〕

生田泰亮 IKUTA Yasuaki  

〔 オフィス・ アワー〕

時間:後ほど指示します。

場所: 1305 研究室(大学院棟) 

〔 授業の方法〕

講義

〔 科目の概要〕

地域企業論Ⅱでは、地域企業の環境分析と戦略策定について学ぶ。具体的には『 中小企業白書小規模

企業白書 2021 年版 上危機を乗り越える力』 を取り上げ、これを読み解くことを中心に講義を進め

る。主に、統計データを読み、地域企業を取り巻く環境変化、 最新の動向を読み解く力を身につける。

また、教科書の進捗状況に合わせて、企業の経営課題や専門知識について解説していく。

〔「 授業科目群」・ 他の科目との関連付け〕・〔 なぜ、学ぶ必要があるか・ 学んだことが、何に結びつくか〕

地域企業論Ⅰで学んだ内容を基本として進める。本講義は、多くの科目と関連性のある「 総合的な科

目」 「 中核的な科目」 である。関連づけ、反復することで「 有効な思考法」 を身につけるよう努力す

ること。

〔 科目の到達目標（ 最終目標・ 中間目標）〕

(1)『 中小企業白書』 を読み解き、地域企業がおかれた社会、市場、産業などの動向を理解し「 地域

企業の環境分析」 ができる。

(2)地域企業の経営政策、事業戦略について学び、その成果として「 問題解決策の立案」 としての「 戦

略策定」 や「 政策提言」 ができる能力を養う。

〔 学生の「 授業評価」 に基づくコメント・ 改善・ 工夫〕

教科書を事前に読んでいることを前提として講義を進める。しっかりと予習すること。

質問、相談等はいつでも受け付ける。講義中、講義終了後、アポイントを取った上でのオフィスアワーなど遠

慮なく。

〔 教科書〕

中小企業庁編『 中小企業白書小規模企業白書 2021年版上危機を乗り越える力』 日経印刷株式会社、2021

年。

他、適宜、資料を配布。

〔 指定図書〕

〔 参考書〕

塩次喜代明、高橋伸夫、小林敏男『 経営管理[新版]』 有斐閣、2009年。

M. E.ポーター著、竹内弘高訳『 競争戦略論(I )(I I )』 ダイヤモンド社、1999 年。

〔 前提科目〕

地域企業論Ⅰ (単位取得していることか、必須条件)。

〔 学修の課題、評価の方法〕（ テスト、レポート等）

課題レポート : 50%、期末試験: 50% （ 詳細は講義内で説明する）

※講義進行の妨げとなる行為があり、注意を聞き入れない場合は、当該学生の本科目の評価を「 F」 とする。

〔 評価の基準及びスケール〕

80%以上 A     79−70% B     69−60% C      59−50% D     49%以下 F 
〔 教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

予習として「 教科書の各回の指定範囲を必ず読み出席する」 こと。

予習していることを前提に講義を進めます。

〔 実務経歴〕

該当なし

（ 様式
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授業スケジュール

第1回 テーマ(何を学ぶか):イントロダクション

内容:  講義内容と進め方について(※シラバスを必ず持参すること) 
①第１部第１章「 中小企業・ 小規模事業者の動向」

教科書・ 指定図書

第2回 テーマ（ 何を学ぶか）：『 中小企業白書』 を読み解く（ 1）

内 ②容： 第１部第１章「 中小企業・ 小規模事業者の動向」

教科書・ 指定図書

第3回 テーマ（ 何を学ぶか）：『 中小企業白書』 を読み解く（ 2）

内 容： 第１部第1 ③章「 中小企業・小規模事業者の動向」

教科書・ 指定図書

第4回 テーマ（ 何を学ぶか）：『 中小企業白書』 を読み解く（ 3）

内 容： 第１部第2 ①章「 中小企業・小規模事業者の実態」

教科書・ 指定図書

第5回 テーマ（ 何を学ぶか）：『 中小企業白書』 を読み解く（ 4）

内 容： 第１部第2 ②章「 中小企業・小規模事業者の実態」

教科書・ 指定図書

第6回 テーマ（ 何を学ぶか）：『 中小企業白書』 を読み解く（ 5）

内 ①容： 第１部第３章「 中小企業・ 小規模事業者政策の方向性」

教科書・ 指定図書

第7回 テーマ（ 何を学ぶか）：『 中小企業白書』 を読み解く（ 6）

内 容： 第1 ②部第３章「 中小企業・小規模事業者政策の方向性」

教科書・ 指定図書

第8回 テーマ（ 何を学ぶか）：『 中小企業白書』 を読み解く（ 7）

内 容： 第2 ①部第１章「 中小企業の財務基盤と感染症の影響を踏まえた経営戦略」

教科書・ 指定図書

第9回 テーマ（ 何を学ぶか）：『 中小企業白書』 を読み解く（ 8）

内 容： 第2 ②部第１章「 中小企業の財務基盤と感染症の影響を踏まえた経営戦略」

教科書・ 指定図書

第10回 テーマ（ 何を学ぶか）：『 中小企業白書』 を読み解く（ 9）

内 容： 第2部第2 ①章「 事業継続力と競争力を高めるデジタル化」

教科書・ 指定図書

第11回 テーマ（ 何を学ぶか）：『 中小企業白書』 を読み解く（ 10）

内 容： 第2部第2 ②章「 事業継続力と競争力を高めるデジタル化」

教科書・ 指定図書

第12回 テーマ（ 何を学ぶか）：『 中小企業白書』 を読み解く（ 11）

内 容： 第2部第3章「 事業継承を通じた企業の成長・ 発展とM&A ②による経営資源の有効活用」

教科書・ 指定図書

試 験 ※第12回までの内容を試験範囲とする。詳細については第1回および講義の中で説明する。
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第13回 テーマ（ 何を学ぶか）：『 中小企業白書』 を読み解く（ 12）

内 容： ケース・ スタディ①
教科書・ 指定図書

第14回 テーマ（ 何を学ぶか）：『 中小企業白書』 を読み解く（ 13）

内 容： ケース・ スタディ②
教科書・ 指定図書

第15回 テーマ（ 何を学ぶか）： まとめ

内 容： 講義全体のまとめと振り返り、課題レポートの提出

教科書・ 指定図書
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〔科目名〕

地域社会論Ⅱ

〔単位数〕

2単位

〔科目区分〕

〔担当者〕

佐々木て る

  Sasaki Teru 

〔オフィス・アワー〕

場所：時間：授業開始時に指示

場所：授業開始時に指示

〔科目の概要〕

青森県では少子高齢化が進み、人口減少、短命県などが問題として指摘されている。また、若者の県外流出なども今

後の県の将来を考える上で重要な問題となっている。同時に青森県は地域文化や産業の点で日本を代表するものが存

在する。そのため県の取り組みとしても「課題を克服」し「強みをとことん生かす」ためのアイディアが重要視されている。

この授業では、上記のような認識を前提に、海外からの観光客の誘致、外国籍者の労働力の導入、国際的なマーケ

ットへの参入、永住外国人の現状といった視点からそれらの課題を捉えなおすこととする。具体的には下記のテーマが

中心となる。

（１）「交流人口」：インバウンドを中心とした海外からの観光客についての分析、ニーズの把握。

（２）「循環人口」：いわゆる単純労働で海外から来日、もしくは青森に来ている外国籍者の現実と実情。

（３）「共生人口」：人口減少地域に対応するための外国人、移民政策について。永住、帰化、国籍などに関して。

これら 3 つのテーマを学ぶことによって最終的には、日本型もしくは青森としての多文化共生、共創社会を構築していく

視点を醸成させることにする。

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕

決定的な人口減少を迎えている青森県の住民として、その問題の根幹を理解し、解決するための手立てを考えること

は急務の課題である。そしてそのことは、次世代を生きる人間としての責務であり、今まさに問われている問題といえる。

日本国内の人口減少を補う人材として、海外からの移住者の受け入れは一つの選択肢であり、そこで必要とされてい

る議論を学ぶことは重要である。人口減少解決のための新しい視点を学ぶことができるだろう。そして同時にこのことは

ワールド・ワイドで活躍するための基礎となることを学ぶことにもつながる。そして海外から人に来てもらう、もしくは海外

に青森を売り込む際に、授業で扱う題材を知ることは有益な情報となるだろう。

〔科目の到達目標（最終目標・中間目標）〕

人口減少という問題をもう一度捉えなおし、その根本問題、解決策を提示できるような思考を養う。特に海外からの人材

の導入、もしくは海外への売り込みという視点を自分なりに発展させていくことが目標となる。同時に海外の事例を学び、

日本社会に応用可能か、またその際の課題などを自らの視点で指摘できることも目標となる。

中間目標

前半は特に、人口減少問題のレビュー、県内の外国籍者の実態など基礎的な知識や考え方を学ぶ。そのため、グロ

ーバリゼーションや市民権、多文化共生に関する理論的な視点も学んでもらう。

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕

授業終わりにコメント用紙を書いてもらい、そこでの指摘を授業に取り入れ、改善を行っていく。

コメント用紙の配分点のつけかたなど、成績評価の方法ををより明確に提示する。特に第一回目の授業において方針

を明確にしていく。

〔教科書〕

特になし

〔指定図書〕

特になし

〔参考書〕

授業時に紹介する

〔前提科目〕

特になし

（様式１）

97



〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等）

・提起的にコメント用紙を書いてもらい、評価を行う。

・授業中盤で確認試験を行い、理解度をはかる。

・最終に試験を行う。出題内容は授業内容に関するもの。

主に論述式で、知識および解釈力、主張を問うものとする。

毎回出席はとる予定である。そのため当然のことではあるが授業は出席することが大前提である。

特に第一回目の授業は評価の方針、内容に関する確認などを行うため、本講義を受講予定のものは必ず出席すること。

〔評価の基準及びスケール〕

・試験60％、コメント用紙・小テストを40％として採点する。

A～Fの評価は本学の規定に準ずる。

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕

なによりも自分の住んでいる地域の文化や産業について、積極的に興味を持ち、知識を増やしてほしい。授業で伝え

たこと以外でも、興味のあることを自分自身で調べる姿勢が望まれる。

また知り得た知識や考えなど、意見を求める機会も与える予定でいるので積極的に発言してほしい。自分と周囲に住

んでいる人、自分が住んでいる社会について、主体的に働きかける気持ちを常にもって授業に参加してほしい。

授業スケジュール

第1回 テーマ： 世界から青森へ、青森から世界へ

内 容： ガイダンス 導入として人口減少対策としての外国人・移民政策の必要性を学ぶ

第2回 テーマ： 人口減少問題と外国籍労働力（1）

内 容： 人口減少問題の根幹：理論的視点を考える。また労働力確保の方策としての ICT の導入と外国人

労働者の導入について考える。

第3回 テーマ： 人口減少問題と外国籍労働力（2）

内 容： 外国籍労働力を日本に積極的に導入するにあたり、その前提となるような外国人・移民政策につ

いての理論的な視座を紹介する。

第4回 テーマ： 人口減少問題と外国籍労働力（3）

内 容： 前回にｔ引き続き、外国籍労働者・移民は人口減少対策の切り札になるのかを考える。特に市民権

理論と多文化共生の理論を紹介し、外国籍労働者・移民の増加にともなう課題と問題を考える。

第5回 テーマ： 交流人口（1）

内 容： インバウンドとはなにか、その問題点を考える。特に青森県の事例を中心に行う。

第6回 テーマ： 交流人口（2）

内 容： 青森県内の祭を中心に、その国際性の在り方について考える。

第7回 テーマ： 循環人口（1）

内 容： 技能実習制度をとらえる。特に青森県、八戸市や弘前市の事例を中心に、技能実習制度とはなに

かを学ぶ。

第8回 テーマ： 循環人口を考える（2）

内 容： 内 容： 送り出し国の現状を紹介し、国際的な労働力移動について学ぶ。特にベトナムの事情

を紹介する。

第9回 テーマ： 青森県の共生人口を考える（1）

内 容：三沢の米軍基地の事例、ネパール人の事例、永住フィリピン人と帰化の事例などを通じて青森の共

生人口を学ぶ。
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第10回 テーマ： 青森県の共生人口を考える（2）

内 容 ： 青森以外の永住者と共生に関する事例をとりあげ、青森県との比較を行う。

第11回 テーマ： グローバル時代の移民政策（1）

内 容： 多文化共生に関する現状を、世界と日本を比較することによって学ぶ。特に理論的なものとしてエ

スニシティの概念を学ぶ。

第12回 テーマ： グローバル時代の移民政策（2）

内 容： 世界の移民の事情などを海外の事例を通じて学ぶ。特にアメリカ合衆国、オーストラリア、ニュー

ジーランドなどの事例を紹介する。

第13回 テーマ： 多様性のある地域社会に向けて（1）

内 容： 外国人・移民政策の根幹として国籍政策や帰化というものについて学ぶ。外国人から国民へ編入

するための制度的な視点を学ぶ。

第14回 テーマ： 多様性のある地域社会に向けて（2）

内 容： 現在の日本の多文化、多民族的な状況を確認し、マルチ・エスニック・ジャパニーズという概念を

学ぶ。

第15回 テーマ： 青森から世界へ、世界から青森へ

内 容 ：青森県の強みを再度考え、課題を考察する

試 験
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